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　オレンジの ABARTH 695 COMPETIZIONE（コンペティツィ
オーネ）は、イタリアントリコローレのカーボンパーツを散り
ばめ、18 インチホイールとともにラグジュアリーな装いをまと
った。鮮やかなボディに宿るのは、優雅さと刺激の絶妙なバラ
ンス。
　対するブラックボディの ABARTH 695 75° ANNIVERSARIO

（セッタンタチンクエ・アニヴェルサーリオ）は、漆黒のカーボ
ンにイエローカーボン＆カラーパーツをミックス。目にも鮮や
かなコントラストが、ピュアスポーツの本質を鋭く突きつける。
　足まわりは両車とも、走りと快適性を高度に両立する KW 
Ver.3 を装備。ローダウン量は約 25 〜 30㎜、ボディ補強パーツ
は共通仕様で、前後ともに約 3 度のキャンバー角を与えられて
いる。硬派なチューニングながら、街乗りにも十分対応する実
力派だ。

　ホイールは、それぞれの個性を決定づける象徴的な存在。オ
レンジのコンペティツィオーネが履くのは、アメリカ発のプレ
ミアムブランド HRE PERFORMANCE WHEELS の Vintage 
Series 454。イタリアンスーパーカー、ランボルギーニ・カウン
タック 25th アニバーサリーへのオマージュが込められたアート
ピースとも言える一本で、サイズは 18 × 8.0 インセット +25。
一方、アニヴェルサーリオには、イタリアのワンメイクレース「ト
ロフェオ 500」の公式採用モデルである OZ LEGGENDA（レジ
ェンダ）をインストール。サイズは 17 × 7.0 インセット +36 に
前後 18㎜スペーサーを加え、低くワイドなスタンスを実現して
いる。
　異なる哲学をまといながらも、ともに ABARTH の魂を体現す
る 2 台の 695。ラグジュアリーとスポーツ、その美学の交差点に、
答えはある。

LUXURY STYLE

SPORTY STYLE

クラフトマン
岡山県岡山市北区下中野701-107
TEL.086-245-0459　https://craftsman-jp.shop
営業時間：10:00〜18:00　定休日：毎週火曜日、水曜日

素材は真鍮。マット仕上げ
の〈金の蠍〉と、黒くいぶ
された〈黒の蠍〉の2タイ
プを展開。使うほどに味わ
いが出るのがポイント

Scorpion Key Ring

価格：9900 円（税込）

「艶」vs「速」
色で競う、異なる美学。
右ハンドル MTA 仕様の ABARTH 695 COMPETIZIONE（オレンジレーシング）と、
左ハンドル MT 仕様の ABARTH 695 75° ANNIVERSARIO（ネロスコルピオーネ）。
2 台の ABARTH 695 を、それぞれまったく異なる世界観をテーマでカスタマイズ !!
ラグジュアリー（艶）とスポーティ（速）、あなたならドッチのスタイルを選ぶ !?

ラグジュアリー×スポーツ、2 つの ABARTH が魅せる世界。
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SPORTY STYLE

ラグジュアリー×スポーツ、2つのABARTHが魅せる世界。
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理想のプントを追求し続けて理想のプントを追求し続けて
たどり着いた境地…たどり着いた境地…

PHOTO:FesTricoPHOTO:FesTrico
TEXT: 塩見 誠TEXT: 塩見 誠

ABARTH PUNTOABARTH PUNTO
mas@mas@さんさん

もともとベースモデルからチューニングをさもともとベースモデルからチューニングをさ
れているのがアバルトというブランドだ。しれているのがアバルトというブランドだ。し
かしそれだけでは満足できなくなってくる、かしそれだけでは満足できなくなってくる、
というのも人情。ではどこまでコダワリをもというのも人情。ではどこまでコダワリをも
って仕上げるのか。そこを突き詰めていったって仕上げるのか。そこを突き詰めていった
のがこのクルマだのがこのクルマだ

　

ア
バ
ル
ト
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
の
ク
ル
マ
を
メ

イ
ン
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
う
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
メ
ー
カ
ー
純
正

チ
ュ
ー
ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
わ
け
で
、

こ
の
ア
バ
ル
ト
プ
ン
ト
も
そ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
の
ひ
と
つ
。
オ
ー
ナ
ー
の
ｍ
ａ
ｓ
＠
さ
ん

が
こ
れ
を
選
ん
だ
最
大
の
理
由
は
、
走
り
自

体
の
楽
し
さ
に
あ
っ
た
。

　
過
去
に
は
Ｂ
Ｈ
型
の
レ
ガ
シ
ィ
Ｇ
Ｔ−

Ｂ
や

ア
ウ
デ
ィ
Ａ
４
に
乗
り
、
そ
の
後
購
入
し
た

ア
ル
ピ
ナ
Ｂ
６
に
は
６
年
乗
っ
て
い
た
ｍ
ａ

ｓ
＠
さ
ん
が
こ
の
ア
バ
ル
ト
・
プ
ン
ト
・
ス

ー
パ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
乗
り
換
え
た
の
は

２
０
１
９
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
ボ
デ
ィ
に
パ
ワ
フ
ル
な
エ
ン
ジ
ン
、
そ
し

て
モ
ノ
ト
ー
ン
で
ま
と
め
ら
れ
た
外
装
に
魅

か
れ
て
の
購
入
だ
っ
た
の
だ
が
、
す
こ
し
残

念
だ
な
、
と
思
っ
た
の
は
内
装
の
チ
ー
プ
さ
。

そ
こ
で
ベ
ー
ス
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な

い
ま
ま
、
よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
仕
上
げ

を
目
指
し
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
へ
と
取
り
か
か

っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
ず
外
観
に
は
マ
ク
ス
ト
ン
デ
ザ
イ
ン
の

エ
ア
ロ
パ
ー
ツ
を
装
着
。
こ
の
ア
イ
テ
ム
は

比
較
的
小
型
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
強
い
ア
ピ

ー
ル
度
は
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
ラ
イ
ン
を

追
加
す
る
こ
と
で
統
一
感
と
存
在
感
を
演
出

し
て
い
る
。
ロ
ー
ダ
ウ
ン
は
Ｂ
Ｃ
レ
ー
シ
ン

グ
の
車
高
調
で
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
ホ
イ
ー
ル

は
最
初
、
オ
ー
ゼ
ッ
ト
の
ハ
イ
パ
ー
Ｇ
Ｔ
を

セ
ッ
ト
し
て
い
た
の
だ
が
、
ラ
リ
ー
レ
ー
シ

ン
グ
の
グ
ロ
ス
ブ
ラ
ッ
ク
が
発
売
さ
れ
た
た

め
、
迷
わ
ず
交
換
。
カ
ー
ボ
ン
の
プ
ロ
テ
ク

シ
ョ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
同
じ
く
カ
ー
ボ
ン
の
ド

ア
ミ
ラ
ー
カ
バ
ー
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
モ

ノ
ト
ー
ン
テ
イ
ス
ト
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

次
に
イ
ン
テ
リ
ア
だ
が
、
こ
れ
は
カ
ー
ボ

ン
の
外
装
に
合
わ
せ
て
カ
ー
ボ
ン
ス
ポ
ー
ク

の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
や
、
ホ
ワ
イ
ト
＆
ブ
ラ
ッ

ク
の
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
、
ワ
ン
オ
フ
製
作
し
て

も
ら
っ
た
ピ
ア
ノ
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
パ
ネ
な

ど
を
装
備
。
こ
ち
ら
も
モ
ノ
ト
ー
ン
基
調
と

す
る
こ
と
で
、
内
外
装
の
統
一
感
を
演
出
し

て
い
る
。
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
面
で
は
埼
玉
・
越

谷
に
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
で
ワ
ン
オ
フ
製
作
し
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完成したばかりの完成したばかりの
レザーシート張り替えレザーシート張り替え

●エアロ　フロントスポイラー / サイドステップ / リアアンダー：マクストンデザイ●エアロ　フロントスポイラー / サイドステップ / リアアンダー：マクストンデザイ
ン　●足まわり　ホイール：OZ ラリーレーシング (17 × 7.0J 30)　タイヤ：ミシュン　●足まわり　ホイール：OZ ラリーレーシング (17 × 7.0J 30)　タイヤ：ミシュ
ラン　パイロットスポーツ 5(215/40R17) サスペンション：BC レーシング車高調●ラン　パイロットスポーツ 5(215/40R17) サスペンション：BC レーシング車高調●
エクステリア　カーボンプロテクションフィルム　CLOS フロントナンバーステー　エクステリア　カーボンプロテクションフィルム　CLOS フロントナンバーステー　
アルバートリック・ワイドビュードアミラーレンズルフト・カーボンミラーカバー　アルバートリック・ワイドビュードアミラーレンズルフト・カーボンミラーカバー　
●インテリア　スパルコシート ( ロブソンレザー張り替え )　モモ・プロトティーポ●インテリア　スパルコシート ( ロブソンレザー張り替え )　モモ・プロトティーポ
6C　カロ・フラクシーマット　ファーストオリジナルピアノブラックインパネ　ブ6C　カロ・フラクシーマット　ファーストオリジナルピアノブラックインパネ　ブ
ラックシフトノブ　カーボンサイドブレーキノブ●チューニング　マフラー・ファーラックシフトノブ　カーボンサイドブレーキノブ●チューニング　マフラー・ファー
ストオリジナル　エアクリーナー・TEZZO　ブレーキ・AP レーシングキャリパー　ストオリジナル　エアクリーナー・TEZZO　ブレーキ・AP レーシングキャリパー　
332 φブレーキローター　コンピュータ・デジテック　社外インタークーラー　オ332 φブレーキローター　コンピュータ・デジテック　社外インタークーラー　オ
レカ・ターボホース　ハイスパークプレミアムイグニッションコイル　トゥルッコ・レカ・ターボホース　ハイスパークプレミアムイグニッションコイル　トゥルッコ・
ディバーターバルブ / スロットルスペーサーディバーターバルブ / スロットルスペーサー

て
も
ら
っ
た
マ
フ
ラ
ー
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ

も
ら
っ
た
マ
フ
ラ
ー
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
デ
ジ
テ
ッ
ク
の
Ｅ

て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
デ
ジ
テ
ッ
ク
の
Ｅ

Ｃ
Ｕ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

Ｃ
Ｕ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

２
０
２
４
年
春
に
参
加
し
て
く
れ
た
フ
ェ

　

２
０
２
４
年
春
に
参
加
し
て
く
れ
た
フ
ェ

ス
ト
リ
コ
主
催
の
蘇
我
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
完

ス
ト
リ
コ
主
催
の
蘇
我
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
完

成
度
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
人
気
投
票
の
第

成
度
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
人
気
投
票
の
第

３
位
を
獲
得
し
た
。
と
こ
ろ
が
ｍ
ａ
ｓ
＠
さ

３
位
を
獲
得
し
た
。
と
こ
ろ
が
ｍ
ａ
ｓ
＠
さ

ん
本
人
は
「
イ
ン
テ
リ
ア
の
仕
上
が
り
に
納

ん
本
人
は
「
イ
ン
テ
リ
ア
の
仕
上
が
り
に
納

得
が
い
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た

得
が
い
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た

た
め
に
、
擦
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
シ
ー
ト
の

た
め
に
、
擦
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
シ
ー
ト
の

張
り
替
え
を
決
断
。
２
０
２
５
年

張
り
替
え
を
決
断
。
２
０
２
５
年
55
月
、
富

月
、
富

士
市
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｏ
！

士
市
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｏ
！  

フ
ェ
ス

フ
ェ
ス

ト
リ
コ
２
０
２
５
で
再
会
し
た
際
、「
も
う
す

ト
リ
コ
２
０
２
５
で
再
会
し
た
際
、「
も
う
す

ぐ
で
内
装
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
完
成
す
る

ぐ
で
内
装
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
完
成
す
る

ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
今
回
あ

ん
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
今
回
あ

ら
た
め
て
撮
り
下
ろ
し
取
材
を
さ
せ
て
も
ら

ら
た
め
て
撮
り
下
ろ
し
取
材
を
さ
せ
て
も
ら

う
運
び

う
運
び
と
な
っ
た
の
だ
。

と
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
シ
ー
ト
の
張
り
替
え
を
依
頼
し
た
の

　

そ
の
シ
ー
ト
の
張
り
替
え
を
依
頼
し
た
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
の
特
注
内
装
で
知
ら

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
の
特
注
内
装
で
知
ら

れ
て
い
る
ロ
ブ
ソ
ン
レ
ザ
ー
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
て
い
る
ロ
ブ
ソ
ン
レ
ザ
ー
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
も
特
注
で
仕
上
げ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、

れ
も
特
注
で
仕
上
げ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、

質
感
だ
け
で
は
な
く
色
合
い
も
こ
の
ク
ル
マ

質
感
だ
け
で
は
な
く
色
合
い
も
こ
の
ク
ル
マ

の
イ
ン
テ
リ
ア
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
な
っ

の
イ
ン
テ
リ
ア
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
か
け
た
時
間
は
約
６

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
に
か
け
た
時
間
は
約
６

年
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
行
な

年
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
行
な

い
、
難
し
い
部
分
は
前
述
の
フ
ァ
ー
ス
ト
や

い
、
難
し
い
部
分
は
前
述
の
フ
ァ
ー
ス
ト
や

川
口
市
の
ト
ゥ
ル
ッ
コ
、
ス
テ
ィ
ー
レ
に
作

川
口
市
の
ト
ゥ
ル
ッ
コ
、
ス
テ
ィ
ー
レ
に
作

業
依
頼
を
す
る
こ
と
で
、
機
能
と
ル
ッ
ク
ス

業
依
頼
を
す
る
こ
と
で
、
機
能
と
ル
ッ
ク
ス

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
仕
上
げ
と
し
て
い
る
。

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
仕
上
げ
と
し
て
い
る
。

だ
か
ら
「
買
い
物
か
ら
ツ
ー
リ
ン
グ
ま
で
、

だ
か
ら
「
買
い
物
か
ら
ツ
ー
リ
ン
グ
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
い
て
問
題
な
し

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
い
て
問
題
な
し

で
す
」
と
い
う
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
な
ク
ル
マ

で
す
」
と
い
う
、
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
な
ク
ル
マ

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

使い続けて馴染んでいたスパルコのシートだったが、表皮が擦れて傷んでき
てしまったため、ロブソンレザーに張り替えを依頼。インパネはファースト
によるピアノブラック仕上げ。フロアマットまでモノトーンとしているため
インテリアの統一感がよく、落ち着いた雰囲気となっている

INTERIOR
傷んだスポーツシートを
ワンオフで張り替え

ラリーレーシングは17インチ。当初予想してい
た完成形からすればこれでOKなのだが、18イ
ンチ化にも興味がわきはじめているそうだ

使用しているパーツのブランドステッカーをク
ォーターウインドに貼り込むことでスポーティ
なイメージをアピール。これも白で統一

アバルト・プント・スーパースポ
ーツが標準装備していたマットブ
ラックラインを生かした仕上げ

バックランプやバックフォグなど
を現代風にLED化。細かい部分
の隙もないまとめ方は見事だ

吸排気系とECUチューンによる
パワーアップはしているが、エン
ジンまわりは故障なし

APの対向ピストンキャリパーと
ビッグローターをセットすること
で制動力をレベルアップしている
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アバルト 595C ツーリズモアバルト 595C ツーリズモ
ちろるさんちろるさん

アバルト 595Cアバルト 595C
石川貴史さん石川貴史さん

OWNER’S VOICE

双子のビコローレです。近所で二度見されます。

　ご夫婦がそれぞれチンクエチェントに乗っている、というのも珍
しいが、それぞれモデル違いだが同じイメージにまとめている、と
いうのは凄い。まずは奥様のクルマから。レース好きで独身時代か
らレースを観にサーキットに通っていた奥様号は 595C で、ホイ
ールはオーゼットレーシングのレジェンダ。サスペンションはビル
シュタイン B14 サスキットで、75 パフォーマンスのブレースを装
着することによるボディ補強も実施している。

　旦那さんのモデルは 500C。もともと屋根が開くクルマが好きと
いうことから選んだのが 500C だったそうで、サスペンションは
ノーマルのままホイールにオーゼットのスーパーツーリズモ GT を
セットしている。黒と白の 2 トーン、ビコローレでまとめている
ところにセンスを感じるこのクルマ、ホイールをあえて 16 インチ
サイズに抑えていることでタイヤの厚みがあって、それが可愛さを
強調。お子さんも気に入っているモデルだ。

CHECK!!

CHECK!!

CLOSE CLOSE 
UPUP

USER USER 
CARCAR

CLOSE CLOSE 
UPUP

USER USER 
CARCAR

機能面では BMC の
吸気系にスティーレ
の強化アクチュエー
ター、レコードモン
ツァの排気系をチョ
イス。ベースが595C
なので赤の配色がち
ょっと多くなってい
るのがアクセント。
たとえば国産車など
と比べると、正直に
いえば出来が悪い、
と感じる部分もある
そうだが、それも含
めて気に入って乗っ
ているとのこと

機能面ではラヴォー
ノのブレースでボデ
ィ補強をし、レコモ
ンマフラーをセット。
ブレーキパッドは奥
様の 595C も合わせ
て低ダストのものに
交換している。昔は
NC 型ロードスター
や R50 ミニにも乗っ
ていたそうだが、今
はこの 500C がお気
に入り。普段遣いは
こっちのクルマで、
遠方へのお出かけは
595Cでと使い分けて
いるそうだ
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OZ Racing
Sparco
オーゼットレーシング／スパルコ

問：オーゼットジャパン 問：オーゼットジャパン 
TEL 053-469-5011TEL 053-469-5011
https://www.oz-japan.comhttps://www.oz-japan.com

PHOTO:FesTricoPHOTO:FesTrico
TEXT: 塩見 誠TEXT: 塩見 誠

あなたのフィアット＆アバルトに似合う、至高のホイールをお届
けするコーナー。デザイン、フィッティング、インパクト。どこ
をとっても間違いなしのモデルばかりを厳選してみました！
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本命イタリアンブランドから
珠玉の逸品を厳選。

　1988年にデビューしたラリーレーシングは、悪路を全力で走るラリーにお
いて、飛び石や土砂からブレーキシステムを守るために生み出されたディス
クデザインが特徴となっている。この革新といっていいスタイルはオーゼッ
トの知名度を高めただけではなく、ホイールは単にタイヤをセットするため
だけのものではなく、クルマの走りを支える重要な構成部品であることをあ
らためて認識させてくれた。そこから進化を遂げた現モデルにもコンペティ
ションの世界からフィードバックされた性能と強度は受け継がれている。新
色マットブラックはグリジオカンポボーロとの相性がバツグンだ。FIAT600
に適合する、PCD108の16インチサイズも追加されたのがトピック！

　ステアリングやシート、ハーネスや、レーシングスーツ、ヘルメットといった
モータースポーツギアにおけるトップブランドのひとつがスパルコ。そのスパル
コがオーゼットと共同開発したホイールがこのスパルコ・テラだ。ベースとなる
デザインはオーゼットがこれまで培ってきたWRCでの経験を生かしたもの。セ
ンターパッケージの面積を広くとることで飛び石などからブレーキシステムを
保護しつつ、ハブまわりの剛性を高めることでステアリングフィールを高いレベ
ルで確保し、確実な操作を実現してくれる。今回新色としてグロスブラックがデ
ビュー。足もとを引き締める効果の高いだけに合わせるボディカラーを選ばない。

OZ Racing
RALLY RACING
オーゼットレーシング・ラリーレーシング

sparco
Terra
スパルコ・テラ

sparco Terra
□ サ イ ズ：16 × 7J  IN37  4H 
PCD98 
□ 価格：¥41,250 
□ フィアット 500、アバルト 595（ブ
レンボブレーキ対応）
□ カラー：グロスブラック（追加カ
ラー）

OZ RALLY RACING
□ サイズ：16 × 7J  IN35  4H PCD98 
□ 価格：¥46,200 
□ フィアット 500、アバルト 595

（ブレンボブレーキ対応）
□ カラー：マットブラック（追加カラー）

OZ RALLY RACING
□ サイズ：16 × 6.5J  IN28  4H PCD108 
□ 価格：¥45,100 
□ フィアット 600
□ カラー：マットブラック（追加サイズ）

マットブラックの
重厚な輝きで魅了
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　スリムな2×5スポークがセンターキャップから
リムエンドまで伸びることで、脚の長さを見せてい
るのがスーパースポーツのポイントといえる部分。5
組のV字スポークは内側に切削を入れることで細身
を強調しているが、よく見ると高さがあって、それ
がねじれ剛性を確保するための工夫となっている。
さらにボルトホールもデザインに取り込んでいるた
めに開口部が大きくなっていて、ブレーキシステム
の冷却という面でも有利だし、大径ローターや対向
ピストンキャリパーを収めるだけの容量も確保され
ている。サイズバリエーションは最小18インチか
らとなっているため、ドブロのカスタマイズを考え
ている人にオススメしたい。

　鋳造によって造形をしながら、リムはホイールを回転させながら圧延をして成
型するフローフォーミング製法を採用することで、粘り強さと軽さを両立させて
いるのがスパルコFF1のポイント。バランスのいい10本のスポークはスリムだし、
センターパッケージには軽量化のためのホールも設けられていることから、装着
したときのスポーツイメージが強い。スポーツ走行をするオーナーにうってつけ。

OZ Racing
Super Sport
オーゼットレーシング・スーパースポーツ

sparco
FF1
スパルコ・エフエフワン

sparco FF1
□ サイズ：17 × 7.5J  IN35  4H PCD98（※チューナーサイズとなります） 
□ 価格：¥55,550 
□ フィアット 500、アバルト 595（ブレンボブレーキ対応）
□ カラー：ゴールド、マットブラック、ホワイト

OZ Racing Super Sport
□ サイズ：18 × 8J  IN45  5H PCD108 
□ 価格：¥67,100 
□ フィアット・ドブロ（リフター、ベルランゴ）
□ カラー：マットブラック、スターグラファイト

細身が際立つ
V字型スポーク
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600ハイブリッドをいち早く導入し
将来を見据えてテスト＆ファインチューン!

ノーマル状態が

様変わ
り!

TEL058-370-5064  https://www.redpoint.co.jp

PHOTO:FesTrico
TEXT: 塩見 誠

RED POINT
レッドポイント
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、
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ラ
リ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
は
17
×
７
・
０
Ｊ
+
25
で
ト
レ
ー

ル
テ
レ
ー
ン
Ｔ
／
Ａ
は
２
１
５
／
60
Ｒ
17
を
セ
ッ
ト
。

見
た
目
よ
り
も
は
る
か
に
静
か
で
、
乗
り
心
地
も
い
い

今
回
６
０
０
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
装
着
し
た
の
は
ス
リ
ッ

ト
ロ
ー
タ
ー
と
低
ダ
ス
ト
パ
ッ
ド
の
組
み
合
わ
せ
。
逆

ス
リ
ッ
ト
装
着
し
た
の
で
フ
ィ
ー
ル
が
伝
わ
り
や
す
い

ピットスペースは広大だが全国から作業依頼車が
集まるため事前連絡＆予約は必須。電動モデルや
先進安全装備車への作業にも対応してくれている
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アバルト595/695適合の
16インチにNEWカラー !

REAR BRAKE
（SessA 低ダストブレーキパッド　
／スリットディスクローター

FRONT BRAKE
（SessA 低ダストブレーキパッド　
／スリットディスクローター

WHEEL　OZラリーレーシング
（サイズ：17×7J+25、PCD108/4H、カラー：ダークグラファイト）

OZラリーレーシング・
レッドポイントオリジナルスペック

（サイズ：16×7J+30、PCD98/4H、カラー：
クレイグレー）

ACC など最新技術の要となっているのが後
輪ブレーキ。電動パーキングの採用は、速度
や姿勢を繊細にコントロールするためには電
動のほうが便利だからと採用されたもの。そ
のため現代のリヤブレーキパッドにはただ利
くというだけではなくさまざまな性能が要求
される。レッドポイントのブレーキパッドは
その点まで考慮して開発されている

制動力の多くの部分を受け持つフロントブレ
ーキは初期制動の強さよりも踏力に応じてリ
ニアに利きが変化するようチューニングされ
ている。スリットローターとセットで装着す
ることで、摩擦力の大小がスリットの振動と
してペダルに伝わってくるため、よりコント
ロールしやすくなる。もちろん最大のメリッ
トは、ホイールが汚れないということだ

ブレーキフルード交換は圧送マシンを使うのが基本。リヤブレーキキャリパーに電動シ
ステムを使用しているため、パッド交換はテスターを使用してメンテナンスモードへの
移行が必要となる。回生ブレーキが強いのでパッドの減りは予想以上に少ないかも!?

セイチェント・ハイブリッドにインチダウ
ンとなる 17 × 7.0J +25 をセット。その上で
よりワイルドさをアピールするため、スプ
リングに 10mm厚のゴム板をかませて車高を
上げてみた。これが思いのほかカッコよか
ったため、今後オリジナルで車高が高くな
るスプリングを開発する予定。そのときに
は 20mmアップくらいを目標とするかも

レッドポイントのオリジナルカラーを身にま
とったラリーレーシングがこれ。クレイグレ
ーはグリジオカンポボーロを思わせる色だ



52

ほかにも“痒いところに手が届く”
おすすめアイテムがぎっしり!

シ
リ
ー
ズ
4
以
降
専
用
の
フ
ロ
ン
ト
リ

ッ
プ
ス
ポ
イ
ラ
ー
。
ア
バ
ル
ト
の
純
正

バ
ン
パ
ー
に
合
わ
せ
た
立
体
感
あ
る
造

形
で
ス
ポ
ー
テ
ィ
な
印
象
を
高
め
る

ウ
イ
ン
カ
ー
レ
ン
ズ
、
リ
フ
レ

ク
タ
ー
レ
ン
ズ
に
貼
り
付
け
る

こ
と
で
、
手
軽
に
ス
モ
ー
ク
レ

ン
ズ
へ
と
早
変
わ
り
。
耐
摩
耗

性
と
伸
縮
性
に
優
れ
た
特
殊
ウ

レ
タ
ン
素
材

小ぶりなデザインで、純正ディフューザーにマ
ッチするセンタースプリッターはアクリル素
材。マットブラックとグロスブラックを設定

アバルト595/695、FIAT500のフロント＆リヤバンパーへ簡単に取り
付けられる、イタリアンアクセントのデカール。1枚入り

HIDバラストに接続するだけで、手軽に最新のLEDヘッドへ。LED化
したヘッドライトとコーデできるハイビームバルブも設定

柔
軟
性
の
高
い
ラ
バ
ー
素
材
ベ
ー
ス
の
カ

ナ
ー
ド
。
素
地
カ
ラ
ー
に
よ
り
バ
ン
パ
ー

ダ
ク
ト
等
の
樹
脂
パ
ー
ツ
と
自
然
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
生
ま
れ
る

ブレンボブレーキ装着車用のアップグレードブレーキディスク。純正ディスクと同サイズのフロ
ント205×22mm、リヤ240×11mm。レーシーなマルチグルーブスリットをディスク全面に配した

Front Lip Spoiler（マットブラック）　¥36,300

Rear Winker Clear Smoke Film
（左右セット）　¥5,500
Rear Reflector Clear Smoke Film

（左右セット）　¥6,050

Rear Center Splitter（グロスブラッ
ク／マットブラック）　¥47,300 ／ ¥52,800

Front & Rear Bumper Tricolor Decal　¥4,400

HID to LED 6500K Headlight Conversion 
Bulb (D1S ／ 2個セット)　¥25,300
LED High Beam Bulb（2個セット）　¥11,000 Aero Flick Canard Plane

（左右1セット／左右2セット）　
¥6,050 ／ ¥11,550

ブレンボSPORT TY3 （フロント／リヤ）　¥35,750（1枚）／ ¥19,250（1枚）

ブ レ ー キ ロ ー タ ー も ブ レ ン ボ 化 !

CODETECH CAM
コードテックCAM


